A Hisfory of the Negotiations carried on between Japan and Russia in the last Days of the Tokugawa Government. by 川田 茂雄
幕末日露交渉史の一考察
著者 川田 茂雄
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 11
ページ 78-85
発行年 1958-11-01
URL http://hdl.handle.net/10114/11172
幕末日露交捗史の一考察
幕
末
日露交渉史
の
一、
カラフト島の由来
的カラフト島々名の由来
我国の古文献についてみるに東北（関東以北）の地をエミシ或
はエピスと呼んでいる。しかし今日いうところの樺太島についてのそれではなく徳川時代初期になっても未だ我が国人の未踏の地であったのである。文化五年七月カラフト奥地探検の幕命を受けた間宮倫宗が、その調査報告の中で ラフトという呼称の来由を島民に尋ねたところ知る者なく、只蝦夷島ということのみが知ち
『
ηL
】
れたとあり、ガラフトは松前方言でカラ（麿、凶作間）フト（引い））で、即ち外国人（亦 唐人）が住寸るところというこ であろう。カラフトといろ呼称は松前の者が言ったも で、我国の支配の及ばない地、山丹人と松前人 が交易
L
てより呼ぴ習したものであ
ろうと うのが妥当のようである。
文化六年二八
O
九）六月に至り、幕府は正式にカラフト島を
｛S9
｝ 
初めて北蝦夷と呼ぶこ に決定したのであった がその後も唐太
七 八
考察
i ． ．  ，a・ ・a，F 
茂
雄
回
（5
） 
或は北蝦夷の両方の呼称が使用された模様である。
制カラフトは中国の領土であったか
我が国人がカラフト島に渡った初めは、やはり松前藩人であっ
たろう。松前誌によると寛永十二年に家臣佐藤嘉茂左衛門、嶋崎蔵人をしてカラフトを探検せしめている。彼の両人はウツシヤム
（白主附近）に渡ったのみであって、是の以前については知るこ
（6
） 
とができない。その後同審家圧をして再度探検を試みているよう
『
n d
』
である。しかし此の島が明らかにされるのは幕府の派遣者をまたねばならなかった。
ではそれ以前にカラフト島を支配した国があったであろうか、
『辺要件界関考』によると、「一七二八年以前より満洲に属
L
」
（8
） 
ていたことがオランダの警に記載されているとあり、また間宮倫宗がカラフト島を探検した際 島民より聞 た ころによると、「往昔満洲に入貢」しておったようで、早くより満洲と交易を行
（9
） 
っていたのではあるまいか。そしてカラフト 奥地では満洲より
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ハラタ（酋長）、カ
l
シンタ（次長）等に任命せられた者がその土
（ 印 〉
地々々の支配者となっていたようであった。しかし酋長ヌラタ）が満洲より任命されてなったということの真偽の程は明らかではないにしても、倫宗の探検中に知り得た実情は右のようなものであったとするならば、我国よりも以前に満洲の支配があったのではあるまいか。
（ 註 ） （
l
）日本書紀応神天皇三年十月の粂「東蝦夷悉朝貢。
即 役 一
－蝦 夷 － 而 一 式 々
。」同じく、静明天皇九年三月の条「撃ニ
蝦夷一犬敗以悉揮。」（
2
） （
3
）北門叢書所収、北蝦夷図説
巻 一 （
4
）問書。及び北夷談第四巻。（
5
）唐吹田記。鈴
木重備費 安政七年庚申年
E
月発免）（
6
） （
7
）松前誌
（8
）近藤芭斎金集巻一所収、辺要分界図考巻之三（
9
）
（凶）北門叢書所収、北蝦夷図説巻一
二、露国のジベリア及東方進出の由来一五三三年に即位したイワン四世（同司自凶）はタタ
l
ル （ 寸 丘 町 ロ ー
さとの清算を推進した。一五五二年モスクワ軍はカザン（開制
NE
B
－）を攻略し、一五五四年から一五五七年にはアストラハン（
KH 1
2 5 E g E
）を占領
L
、東方へ発展の足場をつくった。一五八二
年富裕なストロガ
l
ノフ（
25
窓 口
o i 3
一家の資金によって援
助されたエルマ
l
ク（開
HH H H m w w
寸
ω山富三巴）はコサック部隊を率
いてタタ
l
ル人を征服
L
てシビル（わ
g
町一）に入城した。斯くし
て東方への進出は行われるに至った。しかし北太平洋探検が行われるのは一七二五年ピョ
l
ト ル
GZ2
）大帝の晩年の事業であ
る。即ち大帝が崩御に先立つ三週間前一七二万年一月ベ
i
リング
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に次のような命令書を送った。
一、カムチャツカ或はその方面の何処かにおいて一隻乃至二隻
の甲板を備えた船を建造すべし。
二、右の船を操り、北方に延びたる陸地に沿って進航すべし、
この陸地は（何人もその端を知らずと錐も）思うに、やがてアメリカ 一部となるべし。
三、よって右陸地は何処にてアメリカに境しおるやを索ね、且
つヨーロッパが領有している都市まで航行 、即ちヨーロッパ船に出会はY、その辺の海岸は何と称せらろ〉やを聴取し、これを書きとめ また自らも上陸 て実地調査書を作成し、こねを地図に収 て、帰還 途に就くべし、
と、アジア、アメリカ両大陸の接続問題、アニアン海峡の存否の
（3
） 
探検にあった。斯くてベ
l
リングはこの命令書を受取るや早速探
検の事業に着手し 言語に絶する苦難と闘いながら調査を続け、
，五年の歳月を費して、ア込ア大陸はアメリカ大陸に接続していな
（4
） 
いことを認めて帰還し のであった。
しかし露国政府部内では大帝の命令によって委任された任務を
完遂しなかったと観察する者が多かったので、一七三
O
年ベ
i
リ
ングは再度の探検の計画を提出、一七三三年に化学物浬学者、史学地理学者、天文学者、測地学者等々五七
O
人が参加して大規模
な探検が行われた であったが結果的には所期の目的は達成はさ
（6
） 
れ得 かった。この探検によ て露国政府の商業貿
易
政策上に強
い影響を及ぼし、露国々民の商業精神に方向を与えるに至 点において実に重大なる意義を有する。
七
九
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このようにシベリアを経由
L
て太平洋に進出した露国は、
O
二年に至り大西洋廻りの南太平洋航行を計画した。一 八
O
二年八月クル
i
ゼンステルン（
k v a m
－ －E
】o r n H S
〈 。 ロ
M Q
5 0 2 z g
）は指揮官に任命され、その訓令に、
（前略）サンドウィツチ（印刷凶ロ己認
R F
）諸島の附近においてナデ
ジュダ号（
Z m
仏
m w N V
門 官 ） は 、 不 ヴ （
Z o d S
）号とわかれ、それより
長崎に向って航路をとり（略）
と太平洋の探検に加えて、日本へ廻航すべきことが明示されてい
（7
） 
た。斯くてナデジュダ号は一八
O
三年八月日本に向け出航、同年
十月八日夕刻使節レザノフ（
Z
停。宮山ヨユ
g
己古
r p w N R S q
） を
乗せて長崎港に至ったのである。使節の持ち来った
書
翰は交易通
信を聞きたい いうも であったが、我国としては、交易通信を必要としないこと、またそれは国禁であるとして再び来ることを
（8
） 
固く断ったのであった。
かくてナデジュダ号は一路北進を続け、一旦カムチャツカに寄
港、翌年千島列島の調査に乗出し、第十四、五島即ち羅処和諸島計吐夷島を発見したのであっ 続い サハリン（樺太）北沿岸及び北西岸を調査したが、潮流及強風の為南下し得ず、「サハリンは一つの水道によって分れている」 推論して帰途 ついたの
（ 刊 ）
であった。我が間
宮倫宗
の樺太探検の前年である。
（ 註 ） （
l
） （
2
）
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（3
）カムチャツカ発見とベ
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ング探検エリ・エス・
ベルグ著九四頁、五一頁（4）問書一
O
一頁（
5
）
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同書一四一頁（
6
）同書三
O
二頁（
7
）異国叢
書、グルウゼンシユテルン日本紀行下巻四三九頁羽仁五郎訳（
8
）通航一覧巻七一九主頁国書刊行会本
（9
）異国叢書クルウゼンシユテルン日本紀行上巻四
一八頁羽仁五郎 山）同書下巻九一頁
一二、幕府の北方対策の経緯前述したように露国が次第にシベリア東方に進出してより、我
国北方方面にも南下し迫りつつある時、松前藩においてはこの事情についてはひたかくしにし、幕府に知られぬよう力めていたよ
（1
）唱
うで、幕府が北辺の急なるを知らされたのは明和八年彼のフォン．ベニヨ
i
ヴスキ
l
（ 足 。
z z k p c
ぬ己主〉
EaRCS
片 ぐ 。 ロ ∞
σ
ロ
a
吋O S N W M
『 ） が 、
長
崎商館に書を送り、阿波国海岸に寄泊した時の
厚遇の謝礼と、北方における急を報じた。
（前略）必定考候は、来歳に至りては、松前 地其外近所之島々江手を入僕事に相間へ候、此等之地は 赤道以北四十一度三
十八分に測量を得候也、制一闘い」医院一約四問川畑山ート控訴一一一時一院鮪一付随てカムシカツテカ之近所、クルリイスと申島柏戸川川和町一紅一様相ぷ柄欄叫ん臥一伝組問棚江砦を築き武具等を込寄候、件之次第ホ
l
ゴヱ
l
テレンスに対し、剛院
V7
附 机 十 一
r μ
九 一 恥 一 日
ι y w
一p y
」
脚も不隠置告知せ度候得共、如斯書を通し 事、元来厳敷リユス国之族等禁申候、今愛に信を尽し候儀を以 朋友にも被比俣儀希候、旦ヱヲロツパ之人物 侯故之 、私に云 貴邦よ
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り船を被出置、其宝口を防き給れかしと謹て告報候。
千七百七十一年ユ
i
リイ廿日
ウシマにおいて
バロンモリッアラアタルハンベンゴロフ
大略以上のような訳文が幕府にもたらされた。その意図につい
ては明らかではないが、初めて北方についての警告を知らされたのであった。
安政七年六月には露国船は蝦夷地ノツカマプに渡来し、書簡及
び贈物を出し、通商を請うるに至った。松前幕吏新田大八、工藤八百右衛門等は明年返答すぺく約して立去らしめたが、翌八年八月アツケシにて露人に会し、国禁の交易は出来ないと返答して帰帆せしめたのであった。
此のように露人は頻りに北辺に現われていたにも拘らず、松前
藩はこれら露人の南下に対しての防備に無為で、北方の事情につ
（4
） 
いては幕府に知られぬようにしていたようであった。
しかし田沼閣老時代に至り『赤蝦夷風説考』世に出るに及んで
幕府は幕吏を派遣することに決し、天明五 山口鉄五郎高品 巷原弥六宜方、佐藤玄六郎行信、青島健蔵政教等を て 後、カラフト、ヱトロフ等の諸島に至るまで調査せしめた であった。この調査によって北方の地理について詳しくされ、亦露人の頻りに南蝦夷地近き島々まで進出してい が明らか されたのであった。然るに田沼意次の失脚によワて蝦夷地経営調査 一日一中止となったのであるが、田沼に替って松平定信が老中の首悩になり、その翌々年寛政元年に国後島及びキイタヅプ場所において 島民
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（6
〉
の暴動が起り、この報江戸に達するや、松平定信もまた蝦夷地経営防備の緊要を痛感きせられたに相違ない。斯くして寛政一二、四年の二年にわたって再び東館一夷地より千島カラフト島を調査せしめた。そ 結果露人が頻りに進出して来ているのに、松前藩は北辺の防備について全く為す術を知らないと云った実情が判明した。同年九月には露国使節アダム・ラクスマン（
1 1 3
〈g u s
－
E M
）が根室港に渡来をみるに至ったのである。
（8
〉
寛政六年には得撫島に露国人六十人程上陸して永住を計画し、
松前審の目前に露国の根拠地は進出して来た であっ 。従って北方経営をひとり松前審 任せ お 事は「終には国家の後弊を宍すまじきにもあらず〕
9U
して、幕閣戸田采女正、松本伊豆守等
は協議し、蝦夷地経営の事に決したのである。即ち東蝦夷地浦河より北の方知床を限り、誌 余の属島までを寛政十一年より七ケ
（ 叩 ）
年の閉幕府直轄地とした であった。そ 目的 露国が次々 千島を南進して来たのに対して 国防上から行われたもので、特に
（ 日 ）
重要な地は択捉島国後島であった。択捉島は十里を隔て得撫島あり、この島には既に露国人が永住して居ったのであるが、幕府の露国人に対しての措置は慎重であった。即ち、
「異国人共彼島に来たり居るのは松前審の政事届かざるによるのであり、強いて退くべしと命じて、引受けないと云って手荒にすべきではない。官吏共を遣して応対させ交易は国禁であ・ことを諭し、交易の道を断ち、暫く模様をみるべし」と云う態
（ ロ ）
度であった。
一方幕府は北方の重大性に鑑み享和二年二月廿ゴ一日東蝦夷地を
/¥.. 
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永久上地とすること議ね）文化四年三月廿二日には蝦夷地一円上地とすることを達し、蝦夷地経営防備に大いに意を用いたのであったが、文化年度に入り露国船は久春古丹め番所、或は択捉島ナイボの番所を襲いて是れを焼払い、番人を連れ去る等の乱暴を行うと云う事件が頻々 起り、南部津軽藩の援軍を求める等してその防備を強めた。
幕府も北方の経営防備に莫大な経費を費してその任に当ったの
であるが、その効果は充分ではなかったようで、一方蝦夷地警固に当った南部 津洋羽藩 出兵による出費多く藩財政も困窮すると云った有様であった。
文政四年十二月七日に至り幕府
ι
突液清志摩守章広に、松前
蝦夷地一円を旧領に還付したのであった。
（ 註 ） （
1
）河野常吉「安永以前松前藩と露人との関係」史学雑
誌二七続六号。北海道志巻之一二ご（
2
）通航一覧巻八
二三三頁。国書刊行会本。近藤芭斎金集所収
d辺要分界図
考巻之四（
3
）通航一覧巻七八六頁、（4）続々群書
類従四 所収休明光記一巻国書刊行会本、（
5
）通
航一覧巻八、三ご四頁（
6
）同書巻八、＝二九頁。
北海道志巻之十六「政治」（
7
）通航一覧巻七九一頁！
九八頁（
8
）同書巻七九九頁。涯藤正斎金集、辺
要分界図考巻四（
9
）（印）（日）続々群書類従巻四、休明
光記巻一（ロ）（日）同 三（
U
）同巻七。（時）
通航一覧巻七、二 七頁、＝一四三 、三五三頁、三宅
O
頁
（時）問書 七三七
O
頁（臼）問書巻八、＝一二三頁
i¥ 
四、日露国境談判の経緯使節レザノフ我国に渡来してより約半世紀の間露国は西欧列強
との事変に忙殺されて、東方進出の余力を持ち合せなかったようであったが、しかしアジア北方への政策は忘れられていたのではなかった。即ち一八四九年（嘉永二年）露国海軍中佐ネヴェリスコイは間宮海峡の存在を確認し、－八五三年に 久春古丹に上陸
（1
〉
し此処に根拠地を建設すると云う状態で再び蝦夷地に風雲急を告げる時、嘉永六年六月二日（一八五三年）には、米 使節ペリ！ （ ヨ ・ 。 ・
M M 0 3 5
浦賀に波来して修交を求め開港を追ったのであ
（2
） 
った。幕府は事態の容易ならざるに驚き、鎖国開港何れにするかの意見一致をみざるう
h
、その一ヶ月後には露国使節プチャーチ
ン （ 問 ロ 句
E E g
可。ロ己主
5
）は軍鑑パルラダ（円包】史ぜ）号他
三艇と共に七月十七日長崎港に入港し であった。十九日に露国使節は長崎奉行大沢喪後守に書を送り、此度渡来したことの趣旨、及び何処にて露国外務大臣 不ヅセルロ
l
デ （
Z o g
巴
H o e
） よ
りの書翰を渡すべきか、書翰の主旨は「専大切と考候は和平之事に御座候 敢而通商之利益を貧候」ことで ないこと、露国皇帝の志願とする所は、
一、両帝国の境界を定むること、二、日本国の内何れの湊なりとも、魯西亜臣民の往来を許し、
交易せ
L
めんこと、、
J
と要求し速かな、回答を求めたものであヴ これに対する幕閣並に諸藩の意見は賛否両論に別れ決すべくもあらず、一方使節
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再度にわたり回答を求め、九月一日に至るや長崎奉行に書を送り、
「（前略）若無余儀事ありて、事の成らざる時ハ、一旦乗り来る所の海舶を発し、退で後謁見の旅具を整へ、境界議談の然るべきを候って至るべ 一巧」「事の通ぜざる時ハ 即時に江戸
に至りて議談すべ
L
云 々 」
と回答を迫ったのであった。しかし九月三日には糧食を持きんために上海に向うと云う有様で、使節の行動には落着がなかった。当時露国は英仏と戦争状態にあり 西欧 事情を知るためと、英艦隊の動向を伺う事の必要に迫られていた模様である。
幕府は十月八日に至り大目付筒井肥前守、川路左衛門尉、目付
荒尾土佐守、儒者古賀謹一等を派遣して露使応接 任に当らしめることに決し、また露国使節への回答書は十月十五日にその草案が成った模様である。即ち、「（前略）辺地界自の儀は、此方ては、随分相分り兼候儀 も無之候 ども、貴国にて是非不分明に被申候ハぐ、此方にても、辺土の大名に位と申付、吟味を加へ、其上にて」取決め したい。しかし直には確定し難きことを述
ア
O
』
べたものであ
っ
た 。
一方露国使節は十月八日再び書を老中に送り「国境の議を評議
するに当り、千島諸島は露国に属す」とし唯、「ヱトロフ島のみは日本漁民も雑り住んでいるので、両国 何れに属するかについて会議を開いて定めたい」とし、またカラフト島 ついて 、カラフト島の南部アニワ港 来る日本人は寡少である ら、カラフト島も亦露国支配の地であるとして、 境問題は一方的た見解を
（7
） 
表明して来たのであっ 。
応接掛が長崎に到着したのは十二月十日、斯くて十四日には使
幕末日露交渉史の一考察
節と始めて会見し、我が応接掛筒井、川路の両特使は、千島に関してはヱトロフ島は住民、言語よりして我国の領土であることを主張した。是れに対し露国使節はヱ卜ロフ島は百年前より露国人が住んでいたところであるとし またカラフト島についても境界
〈8
〉
が明らかでないので定めたいと云うものであった。
我が特使は之に対し、露国は大国で新地を得るに念なき由であ
るのに軍卒を派遣 ている。これは速かに引払わせるようにと談じ、条理整然と論じ続け のであった。露国は外国がカラフ卜島を窺欝するため派遣したもので国堵が決定せば早々に退去すると
〈9 d
弁亡て二十日の会談は終った。
二十二日再度の会談を致し、カラフト島問題について、川路左
衛門尉はカラフト境界五十度線を主張したのであった 是れカラ
戸川山〉
フト埼界五十度説の嘱矢である。この日 交渉に於いてはアニワ港に居る日本人は僅かに二十人 ある し、我方も亦調査せずには是れについて明らか し得ずとし、来春二・三月頃現地調査を双方より立会人 派遣して行うことを露国使節は申立て、我が特使は是れを断ったのであっ 。而しカラフト島に居住する松前藩吏 夏期のみで冬期は留まる者少く、その支配も現実
ー
には行届き兼ねている状態であった。廿四 には再び会談を聞き、我方としてはカラフト全島は判らぬが アニワ港は我国 所
（ 日 ）
属であることを強く主張したのであった。交渉は十二月末日まで続けられ 明けて安政元年正月二日露国使節は日露和親条約の草案を示し、その中で、国境は北はヱトロフ島及びカラフ卜島の南端 あるアニワ港に限 と定
l¥ 
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幕末日露交渉史の一考察
めると云うものであった。我が応接掛筒井、川路はカラフト島五十度線境界は外国の
書にもある
として反駁した・のであったが、幕
府はカラフト島調査についても国事多端の折で実行し得ず、是に対し使節はカラフト島について西欧で最も
詳
しく知るのは露国で
（ ロ ）
あるとして一歩も譲らなかったのであった。こ 談判において条約を結ぶに至らず、露国使節は長崎を出帆したのであったが同年十月十八日再び下回港に渡来、十二月に至って延ばしに延ばして
（ 日 〉
来た日露和親
条約
は調印成立したのであった。
この条約の国境についての第二条は次の如く取決められた
。
「第二
今より後
、日本国と魯西亜国との境、ヱトロフ
烏
と
ウルヲプ
島
との間にあるべし、ヱトロフ全
島
は日本に属し、ウ
ル
γ
プ全島それより北の方クリル諸島は魯西亜に属す、カラフ
ト島に至りては、日本国魯西亜国の間において、界を分たず、是迄之通たるべし」
と云うもので、カラフト島の埼界は決定せず雑居という形で終ったので、後に屡々
紛争
の禍根を残すに至ったのであった。
（ 註 ） （
1
）洞富雄・高野明「久春古丹のムラヴイヨフ哨所」日
本歴史九二号（昭＝二・一一）（
2
）大日本古文書、幕
末外国関係文書一巻二三八頁（
3
）問書一巻五
四五頁（
4
）問書一巻五八五頁、一
一巻一四
O
頁
（5
）同意同二巻三七九頁その他渡来してより直接江戸
に向うととを長崎奉行
K
迫っている。（
6
）問書三巻
五二
頁（
7
）問書三巻七六頁（
8
）問書三巻
士一八九頁（
9
）問書三巻＝
一九一一頁（叩）同書三巻
四
OO
頁（日〉同書三巻四三六頁、四六一頁（臼）
l¥ 
四
同書三巻四六一頁
l
四六二頁四
巻
六三頁（日）
徳川実紀、温味院殿御実記安政一川年
E
月サ日条
。
大日本
古女書、幕末外国関係女書安政一万伝十一一月廿一日条。
五 、
カラフト島支配の経緯
我が松前藩がカラフト島を巡見せしめた初めは寛永年間の頃で
あったようであるが、天明元年の序を有する松前誌によれば、
志摩守公式家臣ヲシテソウヤヨリカラフトノ「ウツシヤム」に至ラシメ年を途テ「タライカ」－一一主リシカ其棋北－一往コトヲ得ス空シク帰帆セシ
ことが記されてあるが、また島の内
状につ
いて元職十三年に地図
を作製したことについて 「カラフト島の地理－一於テハ甚タ省略セルナリ」とあり、測
量技
術も幼稚であったろうが、カラフト島
についての
智識も亦
不確なものであったことが
察せ
られる。従っ
て松前藩の勢力も行届かなか もののようであった。
カラフト島が我が幕府の注目の地となり、
露国の勢
力亦入乱れ
て、その支配をなさん 争う経緯
幕末に
至る迄の聞を二
つに分けて芳干述べ みよう。
ィ、天明以前の状況こ七八九年まで）
前述したように寛永年間にカラフト
島巡見が松
前審吏によ
っ
て
行われたとは云え、島内の状況は余り知られず、幕吏の調査によって明らかにされたので去った。辺要分界。図考によってみるに、「－七二八年以前より
満洲
に属したる由和蘭の
書に載たり
」と記
し、また北蝦夷図説にも「此辺（
U U
U
けげた一山）の居夷も亦往昔満
洲に入貢せし云々」と記し おり、同書はまた島夷を支配する
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ハラタ（曾長）、ヵ
i
シンタ（次長）の官命を満洲より与えられて
入貢していたと述べているのである。而して満洲山丹人との交通が以前から行われていたことが明らかにされているのである。然るに十八世紀後半に入っては山丹人との交易は次第に少くなり、満洲の支配も亦忘れら た状態になってしまった模様である。
口、天明以後嘉永年間までの状況
我が幕吏のカラフ卜島に対しての
調査等が盛
んに行われるよう
になったのは天明五年（一七八五年 を俊ってからのことであ
。
即ちこの時代になって始めて島民が山丹人と交通し来った 、或はハラ夕、カ
l
シンタの官命を与えて満洲の支配があったこと
等が明らかにされたのであった。 かしカラフト島 幕吏が在住し、是れが撫育に当り、島民の窮之を改善せんとし のは寛政十年前後より後の事業である。こ 事業の続けられた地域はカラフ卜島の南部に限られたものであって、寛政十 年より十四年 聞は一応我支配力 及んだの
っ
たが、文化四年九月にクシュン
コタンが露国人に攻撃さ 時は、我が番所詰人は不在であったことからも、 が国の幕吏 在住は夏期 みであったようで冬期は僅かに残存している処もあったと云う状態 怠
っ
た 。
文化年度に至っては我が支配力も一時引上げた状態であったこ
とは、彼の長崎談判にお て
露国使節プ
チャーチンが、我が応接
掛筒井肥前守、川路左衛門尉に対し、アニワ港に日本人僅かに二十人程度在住するのみと公言せしめる結果となったのであ 。
従
っ
て川路左衛門尉等は長崎における日露衣渉の後、幕府に対
しカラフト経
営を強く要請
しているのであ
っ て
、我が支配力が布
ラフト島に及んだ期間も永続的ではなかったようで、ま 地域的
幕末日露交渉史の一考察
にも島の南部に限られていた模様であった。
一方露国のそれは、我方より遅れて北方より入り来たとは云
え、彼等は厳寒にも耐え、住居を構えて嘉永、安政年間に至ると日露の比重は既に逆になってたことをみるのである。
従って下回における条約 我が特使の巧な反論にも拘らず、ヵ
ラフ卜島国境線を定めることが出来ず、日露両国人の雑居として従来とおりと云うことに決定されたのであった。
当時我国人のカラフト島内への勢力が弱い状況にあったが故
に、露国に っては有利な取、 め たことは、安政以降の両国の紛争の度毎に知らきれるのであった。
カラフ卜島支配の経緯をみるに、最初には中国があり、続いて
我国が渡島し、後に露国が入り来たのであった。所謂領有の背景となる経緯は以上のようであった。
・むすび
カラフト島領有は明治八年になって千島、カラフト日露交換条
約によって決す ものではあるが、所謂「最初に発見した国 帰属する」とすれば中 にそ 領有権が存するのではあるまいか。また「主権の支配圏内にある」とす 領有説を以
っ て
しでも我が
国領有の理論は薄弱ではあるまいか
。
何れにしてもカラフト領有
問題はその経鵠並に関係国聞の条約等複雑さを内包し おり 幕末以降明治初期に至るまでの日露交渉は現に支配してい 国に利に展開しているよう みられる。しかしカラフト島支配の経精は、中国、我 そして露国 順に替って来たこ をみる。な 今後この問題を明らかにすべく研究してゆかねばならない。
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